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すばる望遠鏡装置の現状と今後の計画

●Suprime-Cam, FOCAS が修理中(2012に復帰予定)
 カセグレン焦点の周辺光学系(ガイダ)も修理中

●Hyper Suprime-Cam の搭載・観測開始(2012～)

●その後の装置計画
  -赤外分光用ガスセル(持ち込み装置) 
  -多天体AO(持ち込み装置、IRCS向け)　
  -赤外ドップラー装置(IRD)　2014～　特別推進(代表:田村)
　　1.2-1.8um、R～70,000、高精度波長較正(→1m/s)
  -主焦点多天体分光器(PFS)　2016～?
　　2000-3000天体、R～2000、可視+近赤外(<1.3um)
　....



  

高分散分光器(HDS)のアップグレード
(1)イメージスライサの搭載(2010)　基盤A(代表:梶野)
　1.5秒角のイメージを
　5スライス
　　→R=110,000を
　　　高効率で実現

(2)多天体分光(ファイバー)化(～2014)　基盤S(代表:青木)

(3)検出器のアップグレード?(検討中)



  

分解能とスペクトル線プロファイル



  

イメージスライサの透過効率

すばる/HDS

VLT/UVES

可視光域で>80%

80%



  

高分散分光器(HDS)のアップグレード

(1)イメージスライサの搭載
　1.5秒角のイメージを5スライス→R=110,000  　
　1.5秒角のイメージを3スライス→R=80,000 (製作中)

(2)多天体分光(ファイバー)化(～2014)　基盤S(代表:青木)
　4天体(TBC)を同時観測可能に
   ただしR～35,000程度

(3)検出器のアップグレード?(検討中)
　長波長領域を高効率化
　読み出しを高速化?



  

30m望遠鏡(TMT)計画



  

TMT計画　概要

●口径30m、492枚のセグメント鏡

●建設地はマウナケア山頂

●参加国・組織:
　カリフォルニア大、カリフォルニア工科大、
　カナダ、日本、中国、インド

●2014年から建設、2020年完成(予定)



  

TMTの観測装置配置



  



  

＜参考＞すばるの観測装置（概念図）
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TMTの観測装置案（概念図）



  

TMTの観測装置計画

●第1期装置(First Light instruments)
決定済み、設計・開発中

　-IRIS 近赤外撮像、面分光、AO使用
　-MOBIE(WFOS) 可視撮像・多天体分光
　-IRMS 近赤外多天体分光

●第2期装置(Early Light instruments)
　-可視高分散分光
　-近赤外高分散分光
　-中間赤外線撮像・分光
　....

日本は第1期観測装置の一部を分担。
第2期装置のいくつかを主導することを検討中
　→定期的に装置検討会を開催中



  

国立天文台TMTプロジェクト室
メーリングリスト(ニュースレター等配信)会員募集中
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